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【背景】 

CT 性能の向上に伴い 3D 画像は短時間・高精度に作成可能となった。画像のフィ

ルムレス化に伴い i-Pad に転送して用途の広がりを見せている。 

 

【目的】 

シャント血管の 3D 画像を、i-Pad にて閲覧する利点を検証する。 

 

【方法】 

シャント肢から造影剤を注入し、GE 社 Bright Speed Elite にて経時的にシャン

ト血管を撮影し、3D CT 画像を作成する。このデータは富士フィルム社画像サー

バー”Synapse”を介して i-Pad に転送する。 

 

【結果・考案】 

患者へのシャント画像説明については大変好評であった｡症例カンファレンス

の際 i-Pad を回覧し、シャント走行のオリエンテーションを立体的に確認し合

うことは有用であった。患者の腕の真横に i-Pad を置いて穿刺ナビゲーター的

に使う用途については、患者・スタッフともに安心感もあり有用と思われたが、

患者ごとに調理用ラップで包む操作が難点であった。 


